
る
､
龍
茸
牛

ノ
浦
の
燐
鶴
は
第
三
紀
の
砂
岩
-
凝
次
岩
中
に
安
山
岩
が
あ

り
ー
其
上
に
堆
積
せ
る
月
数
簡
中
に
燐
僻

が
管
状
を
為
し
､
厚
さ
は

一
定
し
な
い
'
志
摩
に
あ
る
の
は
'

向
南
郷
珂
郡
の
は
第
三
紀
層
中
に
球
酒
状
を
籍
し
て
散
在
し
､

燐
蟹
が
満
俺
躯
ビ
共
に
古
座
瞥
珪
岩
中
に
准

-
'
日

品
位
劣
等
で
あ
る
.0

ぎ

一､一手

●t
蔓

lt
●■

新

著

紹

骨

書

†蔓
ll王▼壬
-1114史Y1

0
密
士
の
地
理
と
地
質

石
原
初
太
郎
新

市
今
背
院
汲
行

先
慣
凹
蜘
端
折
組

本
音
は
背
教
が
甘
博
大
靴
蟻
川
醐
靴
の
依
嘱
に
依
り
'
多
咋
拍
盗
討

兜
の
紬
典
払
拭
士
研
究
地
番
の
節
五
郎
と
し
て
稲
井
せ
ら
れ
た
も
り
で

射
版
川
音
耳
､
巾
に
弟
耀
な
る
i:=
士
金
潜
瀦
尻
(
日
給
)
'
･廿=
･h.山
地
盟

問
'
舘
土
山
縦
断
河
阿
'
揃
ii側
火
山
脚

'故
山
迫
距
離
似
斜
比
収
樹
'

i:=
土
山
放

り
過
氾
路
師
何
問
'
申
氾
師
岡
問
等
二

〇
九
の
紙
屋
叉
は
閉

舵
か
押
入
し
'
兜
づ
班
払
拭
ij山
の
限

外
.･B
寮
､行
政
院
割
r1
起
し
'

附
妃
の
地
形
､
地
班
'
地
他
鶴
追
払
諭
し
'
定
に
弛
ん
で
欝
士
火
山
脈

か
ら
'
符
i人山
の
燐
火
'
地
rf.脱
現
象
.
其
の
形
態
'
水
系
'
慌
出
物
'

山
地
秘
法
斡
み
詳
記
L
t
叔
後
に
紙
毅
'
粍
柴
'
発
泡
の
細
雄
項
A
･惑

-
網
抑
給
油
し
､
井
川
に
は
封
水
の
鴇
多
歌
人
詩
碑
の
名
什
わ
沖
山
押

入
し
て
あ
っ
て
'
誤
射
は
朴
蝉
的
に
噌祖
般
=L
外
的
の
名
山
に
関
す
る
恕

訊
ね
収
…付
す
る
と
同
峰
に
､

作曲
的
､
文
蝉
的
の
賦
払
私
も
煉
ふ
邸
が

F.
氷
る
､
紀
械
邸
攻
に
火
部
分
新
教
の
衰

地
胎
盤
に
係
る
も
の
で
あ
る

か
ら
'
珊
班
で
且

つ

粥
隙
に
泣
叫
で
'託
山
新
は
苑
非
兜
づ
以
て
必
ず
之

帥
川

野

細

入
什

私

7
諌
す
べ
き
で
あ
る
'
蔓

的
ほ
秤
々
の
仕
班
'
方
向
か
ら
欝
士
わ
畔

に
準
b
れ
た
も
の
で
'
見
耶
な
珍
放
い
の
が
多
い
が
.
納
舵
の
I不
-;
舵

な
結
め
鮮
明
で
鈍
い
の
が
多

い
の
は
迫
憾
で
あ
る
｡
熔
岩
の
記
雅
は
可

な
り
評
し
い
が
'
出
岩
蚊
物
の
性
斑
の
記
串
が
簡
略
で
､
斜
長
石
雑
損

石
鞘
石
韓
の
雅
雄
上
訴
性
斑
の
如
き
は
､
伐
り
琳
門
的
に
鵜
る
の
み
考

慮
掌
り
れ
た
も
の
か
'
記
織
の
如

い
事
項
が
あ
る
の
ほ
'
特
に
此
方
田

に
興
味
私
有
す
る
親
番
は
'
鵡
分
仲
兄
ら
如
さ
私
感
せ
し
め
る
で
あ
ら

う
｡
範
象
と
産
米
究
池
1
.
約

7
七
〇
京
の
評
醐
七
草
-
経
つ
i1
記
述

の

岬

に
歴
史
的
の
故
邸
が
虜
々
に
あ

み
込
ま
れ
て
あ
っ
て
'
訊
ん
で
田

内
-
'
此
方
間
%
':二
の
抑
参
考
資
料
で
あ
る
｡
(
I
)

0

倍

州
高

遠

地

方

の
地

質

牛
丸
摘
太
郎
帝
都

版
五
九
五

十
五
祐
介
一地
g
L即
､
岩
石
細

片
銘
員
Tl
ロ
ー
タ
イ
プ
脹
凹
柴
附

昭
利
三
咋
六
月

借
地
教
育
令
上
伊
那
部
骨
独
行

.非
蛍
｡=IJ
(伊

那
町
間
食
に
申
払
め
け
班
劫
登
仙
に
て
受
試
し
柑
る
な
ら
ん

)

商
泣
町
田
近
の
地
封
は
日
本
地
質
歩
数
肝
の
時
代
か
ら
ナ
ウ
マ
ン
.i

原
E
t
小
港
謝
頻
出
に
よ
っ
て
牲
恵
み
怒
か
れ
､
彼
に
は
比
企
､
小
川

大
勝
の
甜
博
士
に
よ
っ
て
調
速
さ
れ
た
O
勅
介
射
J
称
て
鉛
槌
払
北
の

附
妃
に
揮
っ
た
額
で

あ
る
が
'
地
蟹
の
柵
関
越
は
t-1
仰
す
べ
-
放
り
に

雛
か
し
い
J
の
で
あ
っ
て
､
其
の
聞#
明
は
摘
=
本
の
地
組
雛
追
給
に
大

r.

I.q
i

･L.(
i

ニ



地

球

弟
十
噛

昏

興

和
岱
す
も
の
で
あ
る
か
ら
常
に
甜
心
,相
伴
っ
た
の
で
あ
っ
た
0
本

論

文

は

牛
丸
理
学
士
が
大
正
十
五
年
辞
笈
の
交
雑
京
帝
国
大
挙
地
質
単

科
の
卒
茄
論
文

の材
料
と
し
て
筒
速
私
印
心
と
L
L
i河
北
五
段
祁
四
三

血
中
の
地
域
私
刑
査
さ
れ
'
加
藤
'
坪
非
'
小
控
蘭
博
士
み
勧
め
坪
谷

移
､
佐
伯
綿
氏
の
指
導
の
下
に
研
究
さ
れ
た
給
戎
私
記
迎
七
六
も
の
､

即
ち
卒
柴
論
文
の
抄
記
で
あ
る
｡
地
形
論
に
於
て
今
日
行
ほ
れ
て
居
る

沸
石
塊
状
地
の
地
形
諭

私
述

べ
'
第
二
箪
地
繋
前
に
放
て
伊
洲
系
の

花
揃
_-対
地
の
斑
人
は
下
部
白
光
紐
圏
の
棚
橋
以
後
､
新
第
三
紀
暦
の
堆

･a
以
如
で
あ
る
と
確
宜
し
､
領
家
紋
は
こ
遜
石
淡
紅
燈
或
は
然
ら
ざ
る

水
成
岩
が
花
純
山方
の
噴
池
の
拭
め
に
接
鯛
少
質
祖
受
け
て
生
i
)㍗
-

の

で
あ
る
と
し
た
｡
伊
那
系
と
王
政
川
系
と
の
城
外
即
ち
伺
日
本
の
内
櫛

と
外
朴
と
の
境
鼎
は
術
Ji
断
暦
で
断
侭
田
は
約
六
十
蛙
の
列
な
以
て
田

に
傾
斜
し
て
み
る
と
親
蒸
さ
れ
た
｡
三
池
川
系
は
勧
家
紋
処
質
の
原
凶

た
る
花
揃
紫
斑
人
に
伐
る
も
の
で
な
-
働
力
担
封
作
用
に
依
る
も
の
で

あ
る
と
す
る
｡
第
三
車
の
岩
石
諭
ほ
不
朽
の
主
事
郡

であ
っ
て
伊
那
北

揃
岩
塊
と
し
て
(
T
)
花
尚
片
腕
渚
(
二
)
乃
閃
撒
琉
砦
(
≡
)
花
柄
仇
敵
片

肺
山村
〔
(
イ
)不
発
金
片
舵
花
揃
=.k
(
∩
)片
批
北
鵬
榊
放
紫
(
こ

縞
状
柿

近
私
有
す
る
発
布
(
ニ
)
眼
球
花
軸
崇
(
ホ
)
鵜
殿
片
肺
山雷

に

分

つ
て
岩

石
挙
上
の
記
城
と
非
に
岩
塊
凝
固
期
中
及
叔
国
後
の
側
鵬
に
封
す
る
銀

物
及
糸は
純
の
担
形
も
骨
に
考
慮
し
て
次
の

紙
桁
に
於
け
る
材
料
か
提
供

し
.(
居
る
O
粉
は
此
の
部
分
で
新
し
い
の
は
北
開
岩
及
花
…川
閃
練
岩
塊

が
南
部
で
は
拙
劣
撒
花
偽
砦
'
中
部
で
は
糸
賀
仰
角
川
北
純
栄
'
北
部

で
は
窮
磐
梯
粥
川
花
榊
例
放
射
で
あ
っ
て
造
岩
銀
牌
の
種
掛
､
郎
状
及

晶
出
の
.S
仲
か
ら
兄
Y
摘
部
は
粒
め
て
徐
々
.1
冷
却
し
た
部
分
で
あ
り

第
五
幼

宍

0

カ

四

北
部
は
中
程
度
の
速
さ
で
冷
却
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
L
i串
で
あ
っ
て

こ
れ
は
恐
-
中
央
線
に
滑
ふ
花
尚
岩
の
噴
起
は
比

の
肘
近
で
は
南
の
下

か
ら
北
の
上
(
と
向

つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
空

が
し
て
居
る
の
で
あ
ら

う
O
花
軸
開
放
片
麻
岩
の
絶
括
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
あ
る
所
在
摘
記
す

る
と
伊
那
花
尚
岩
塊
の
東
枚
の
山方
石
に
片
麻
岩
解
法
和
島
せ
L
む
る
に

至
っ
た
願
力
ほ
岩
石
凝
固
の
晩
期
に
働
き
始
め
'
岩
石
が
金
-
凝
固
し

た
筏
ま
で
も
引
･&
い
て
倒

い
L
lも
り
と
成
代
れ
る
と
め
.リ
､
叉
雅
樹
開

披
片
腕
岩
塊
の
中
央
に
産
出
す
る
限
城
北
揃
岩
僻
は
魅
力
の
働

い
た
防

食
片
腕
紫
塊
の
申
立
噂
を
形
成
し
て
居
た
も
の
と
戯
ほ
れ
る
TJJ
あ
る
O

束
ね
て
伊
那
花
揃
山方
塊
の
絶
括
と
し
て
=
の
花
柄
岩
塊
の
凝
固
の
晩
期

に
柿
腰
カ
が
働
き
始
め
､
金
-
凝
固
し
た
後
も
何
引
絞
さ
働
き
'
速
に

片
腕
山前
と
結
晶
片
岩
と
の
関
に
大
街
上
師
恩
の
成
虫
み
見
ろ
に
立
っ
た

-
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
｡
次
に
頼
家
紀
和
成
す
接
鰯
鍵
黙
砂
潜
及
粘
収

岩
角
盟

村
石
次
岩
劫
に
安
山
岩
及
脈
岩
の
記
事
Osn.リ
.
放
論
に
は
次
の

如
-
め
る
0
日
ta
.紀
末
或
は
第
三
紀
初
期
に
中
央
地
柿
餅
Li
油
ひ
伊
都

花
･E
J:方
塊
も
形
成
せ
る
岩
波
の
常
人
が
あ
っ
て
'
北
南

紙
の
晩
期
に
.北

田
か
ら
の

7
大
仰
躍
に
よ
り
､
赤
石
塊
状
地
は
韮
崎
静
岡
地
神
妹
の
成

虫
私
僻
ふ
他
塊
巡
軌
一秒超
し
､
こ
ゝ
に
前
輪
艶
に
放
て
略
准
平
原
の
批

私
逢
せ
る
地
域
は
三
千
栄
の
市
坪
'1

押
水
さ
れ
､
叩
斐

ケ
鵜
断
層
巌
,<4

前
師
と
し
之
よ
り
天
池
川
に
向
ふ
放
射
田
み
骨
相

とす
る

7
大
傾
勅
み

金
成
す
る
と
共
に
英
の
内
部
に
は
小
地
塊
巡
動
み
超
し
た
｡
従
っ
て
現

在
の
地
形
は
比
の
地
の
神
仙
構
造
を
形
成
せ
る
地
戟
担
勘
に
よ
っ
て
支

配
さ
れ
た
の
で
な
-
､
其
以
後
に
起
っ
た
鬼
籍
大
小
の
地
塊
超
勤
に
iJ

っ
て
淡
･.{<
ru
れ
た
の
で
あ
る
-
O
本
給
文
に
於
て
花
鵬
G.村
境
池
後
に

Z
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大
仰
魅
が
あ
っ
た
=
と
に
L
L
.
=
-
は
岡
tEI布
の
地
炎
上
封
じ
い
=
と

で
あ
る
O軸
介
者
は
赤
石
塊
うーた
地
内
の
多
-
の
術
新
和
起
し
.i
:伽
歴
は
'

御
坂
世
と
下

部
鮮
新
他
と
の
間
に
行
ほ
れ
た
で
あ
ら
う
と
云
ふ
ご
と
か

赤
石
塊
状
地
の
北
側
及
南
側
の
地
暦
傾
斜
の
模
様
か
ら
約
諦
し
た
い
i
,

m仙
つ
て
放
る
｡
若
し
兆
し
て
釣
り
で
あ
っ
L
!bf<
ら
げ
南
日
本
の
如
縮
み

南
北
両
に
振
り

向
け
抱

へ
L
l大
側
腿
従
っ
て
赤
石
柵
泡
紛

(
中
央
酪
)I

の
大
擬
制
は
中
新
世
と
鮮
新
枕
と
の
口和
に
氷
る
べ
き
で
あ
る
Or｡
本
報
せ

.ii
Ⅵ
加
方
即
ち
外
枠
の
甘
地
暦
に
つ
い
て
は
'
述
べ
ら
れ
ず
従

っ
て
両

E
(部
な
る
戸
残
附
虻
の
地
獣
問
に
於
け
る
地
質
分
和
が
不
満
凪
で
あ
る

-
河
畔
に
馬
滋
の
北
方
の
山
地
に
於
け
る
担
質
水
成
岩
と
花
｡E
閃
漁
舟

と
の
暁
卯
な
ど
も
充
分
に
納
出
さ
れ
て
な
い
O
嬰
す
る
に
本
封
は
岩
石

挙
上
の
研
究
よ
り
棒
追
給
に
材
料
み
供
し
た
鮎
に
於
て
掃
.1
見
る
有
塩

な
討
越
で
あ
る

O
(N
)

U
闘

寛

大

地

嚢
の

箆

相

.

.
松
山
非
碓
智

四
六
肥

田

表

昭
利
三
咋
五
月
現
行

音
今
替
佐
地
班
嘩
パ
〆
フ
レ
ク
ト

定

爪
･'iJ,tl拾
蛇

･

松
山
城
ii
が
地
拭
相
川
堺
11勺
見
地
か
ら
関
東
地
霞
み
仰
輝
し
た
も
の

で
､
-i.E
災
紅
綬
川
民
桁
血
餅

7
各
節
三
敬
に
掴
械
･｡
れ
今
斑
其
榔
興
行

本
と
さ
れ
た
の
で
め
る
Ol
!.E
火
は
今
村
明
恒
博
士
の
と
は
追
っ
て
相
称

津
小
田
牒
-;+)
に
め
り
と
し

.屈
蹄
の
搾
さ
は
地
下
三
十
粁
伐
つ剛
般
破
奴

に
ょ
つ
て
起
っ
た
の
で
は
な
-
粘
性
挺
形
の
掴
め
に
地
袋
払
超
し
た
の

で
'
光
悦
凶
に
閥
火
中
軒
下
で
同
級
訳
に
向
ふ
Rj'カ
.i
依
る
TJJ
さ
れ
if

･
も
の
で
あ
る
O
地
敬
鍵
の
材
料
は
少
し
用
ひ
ら
れ
た
が
和
解

は
地
練
物

斬

新

紹

介

増
車
額
だ
け
打
っ
て
地
噺

家
の
憩
.JC
-
･<ら
心
紀
明
し
あ
っ
て
関
白

.
ド

軸
性
原
の
記
邸
の
取
り
は

北
ハ儀
-
し
',J
新
に
胎
串
な
ど
の
あ
か
掛
甘
単

行
本
と
し
て
見
よ
い
も
の
で
は
な
い
｡
(.S
)

0

朝

鮮

鎖

床

論

の
片

鱗

中
村

新
太
郎
著

古
今
啓
院
敢
行

定
偶
七
十
磯

古
今
番
臨
バ
ン
フ
レ
タ
ト
な
か
も
恥
が
既
.1
四
放
出
た
欺
田
牌
の
鎖

物
聖

地
球
内

部

に
舶
す
る
今
E
の
称
紙
､
関
知
丸
地
袋
の
長
和
な
.fB

い
ぶ
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
6
本
寄
与
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